

　　　
	第３学年
	聞くこと
	自然な口調であっても、まとまりのある英語を聞いて、正確に概要や要点を聞き取ることができる。

	
	話すこと
	あらかじめ話す内容の準備をすれば、与えられたテーマについて自分の意見や考えなどをスピーチすることができる。
簡単な質問に適切に答えることができる。

	
	読むこと
	物語の内容を考えながら、英語らしい発音を意識して、意味内容にふさわしく感情豊かに音読することができる。
習った表現を用いて書かれていれば、まとまりのある英文を理解したり、感想や賛否、意見等を示したりすることができるよう内容をとらえることができる。

	
	書くこと
	与えられたテーマについて、自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書くことができる。

	第２学年
	聞くこと
	ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活の身近な話題についての概要や要点を正しく聞き取ることができる。

	
	話すこと
	あらかじめ話す内容の準備をすれば、身近なことや自分の将来のことなどについてスピーチすることができる。
習った表現であれば、簡単な質問に適切に答えたり、スキット等をすることができる。

	
	読むこと
	物語の内容を考えながら、英語らしい発音を意識して適切な音量、明瞭さで音読することができる。
まとまりのある英文を読んで、概要や必要な情報を読み取ることができる。

	
	書くこと
	身近な題材について、自分の考えや気持ちなど、まとまりのある文章で書くことができる。

	第１学年
	聞くこと
	ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活の身近な話題についての情報を聞き取ることができる。
ゆっくりはっきりと話されれば、学習した基本的な語句を使って、質問や依頼などに適切に応じることができる。

	
	話すこと
	あらかじめ話す内容の準備をすれば、自分のことや他人のことについてスピーチすることができる。
身近な事柄に関する問いに基本的な語句を使って答えることができる。

	
	読むこと
	英語らしい発音を意識しながら、文字や符号を識別し、正しく音読できる。
基本的な語句で書かれた英文であれば、あらすじを読み取ることができる。

	
	書くこと
	身近な事柄について、語と語のつながりに注意して正しく文を書くことができる。







	第６学年
	〔コ〕言語を用いて、コミュニケーションを図ることの大切さを知る。
〔慣〕外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ。
〔気〕日本と外国の文化などの違いを知り、様々なものの見方や考え方があることに気付く。

	第５学年
	〔コ〕外国語を用いて、コミュニケーションを図る楽しさを体験する。
〔慣〕積極的に外国語を聞いたり、話したりする。
〔気〕外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いを知り言葉の面白さや豊かさに気付く。



年間指導計画
	（　６　）年 学年目標
	〔コ〕言語を用いて、コミュニケーションを図ることの大切さを知る。
〔慣〕外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ。
〔気〕日本と外国の文化などの違いを知り、様々なものの見方や考え方があることに気付く。


	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の

評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	４
	Lesson １
Do you

have “a”?

③
言語
文字
(Hi, friend! 2)


	【コ】進んで、ある物を持っているかどうかを尋ねたり答えたりしようとする。
【慣】31～100の数の言い方や、ある物を持っているかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。また、活字体の小文字を識別し、その読み方に慣れ親しむ。
【気】身の回りには活字体の文字で表されているものがたくさんあることに気付く。

	【コ】進んである物を持っているかどうかを尋ねたり答えたりしている。
【慣】31～100の数の言い方やアルファベットの小文字、あるかどうかを尋ねる表現を聞いたり言ったりしている。活字体の小文字を識別し、その読み方に慣れ親しんでいる。
【気】身の回りには活字体の文字で表されているものがたくさんあることに気付いている。
	◆世界には様々な文字があることや、３１～１００の数の言い方を知る。

【Let's Play】「動物の数を数えよう。」
○「教室の中の物を数えよう。」
【Let's Chant】チャンツ

“How many penguins?”

【Let's Listen】「どの動物を表わす文字か、考えよう。」
○「アルファベットの小文字と大文字をつなげよう。」

○本時を振り返る。

	◆アルファベットの小文字とその読み方とを一致させる。

【Let's Chant】チャンツ

“How many penguins?”

○「ミッシングゲーム １」
【Let's Chant】チャンツ

“A, B, C”

○「アルファベットの小文字をならべよう。」
○「ラッキーカードゲーム」
○「伝言ゲーム １」

○本時を振り返る。
	◆アルファベットの小文字とその読み方とを一致させるとともに、進んであるかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。

【Let's Chant】チャンツ

“How many penguins?”

【Let's Chant】チャンツ

“A, B, C”

○「Make pairsゲーム」
【Activity 1】「見たことがあるアルファベット表示を書き写そう。」
○「選んだアルファベット表示を予想しよう。」
【Activity 2】「見つけたアルファベットを、クイズ形式で紹介しよう。」

○本時を振り返る。
	
	
	SUNSHINE ENGLISH
 COURSE 1
◆Word Web 1 ものの言い方◆

①英語の歌

②数字を含む英

◆PROGRAM1 アルファベット◆

①アルファベットになれよう

②アルファベットが表す音を聞いてみよう

③アルファベットを書こう

【大文字】A to Z

【小文字】 a to z

◆PROGRAM 3 ◆ウッド先生がやってきた

①自分の好きなことや、ふだんすることを言えるようにしよう

	
	
	表現
	Do you have～? Yes, I do. /No, I don't.
	

	
	
	語彙
	アルファベット小文字（a～z） , thirty one,･･･, forty, fifty, sixty, seventy, eighty, ninety, hundred,
	

	
	
	他教科等との

関連
	国語　「言葉の由来に関心を持とう。数え方でみがく日本語」

道徳　「世界がもし１００人の村だったら」
	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の

評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	
	Lesson ２
When is

your

birthday?

④
行事
月
日付
(Hi, friends! 2)


	【コ】進んで誕生日を尋ねたり答えたりしようとする。
【慣】月の言い方や，誕生日を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。また、活字体の小文字を識別し、その読み方に慣れ親しむ。

【気】世界には、様々な祭りや行事があることに気付く。


	【コ】進んで誕生日を尋ねたり、答えたりしている。

【慣】英語での月の言い方や誕生日を尋ねたり答えたりする表現を聞いたり言ったりしている。また、活字体の小文字を識別し、その読み方に慣れ親しむ。
【気】世界には、様々な祭りや行事があることに気付いている。
	◆日本の季節の行事や特徴を伝え，月の言い方を知る。

【Let’s Play 1】「日本の行事と月を線で結ぼう。」
○「キーワードゲーム」
【Let’s Listen 1】「世界の行事と月を線で結ぼう。」
【Let’s Chant】

“Twelve Months”
○本時を振り返る。
＊単元を通してアルファベットの小文字について学習する。（ジングルも含めて）
	◆日にちの言い方を知り，自分の誕生日の言い方に慣れ親しむ。

【Let’s Chant】

“Twelve Months”

○「ミッシングゲーム」
【Let’s Play 2】「日付と何の日かを書こう。」
○「誕生日を言ってみよう。」
○「ステレオゲーム」

○本時を振り返る。
	◆誕生日の尋ね方や答え方に慣れ親しむ。

【Let’s Chant】

“Twelve Months”

【Let’s listen 2】「誕生日はいつか，線で結ぼう。」
○「カレンダービンゴ」
○「誕生日の友だちを探そう」
○「バースデーカードを交換しよう。」

○本時を振り返る。
	◆積極的に自分や相手の誕生日について尋ねたり答えたりする。

【Activity】「友だちの誕生日を調べよう。」
○友だちの誕生日はいつか、友だちの名前と日付を書こう。
○「誕生月カレンダーを作ろう。」

○本時を振り返る。
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE 1

◆Word Web 3 月の名前と順番を表す言い方◆

【月の名前と序数】

SUNSHINE ENGLISH

 COURSE ３

◆PROGRAMA 7 Dilo the Dolphin　物事を行う時を尋ねられるようにしよう◆

	
	
	表現
	When is your　birthday?　My birthday　is March　eighteenth.
	

	
	
	語彙
	月（January, February,　March, April, May, June,　July, August,　September, October,　November, December）, 序数（first,second,...thirty first：（自分の誕生日）
	

	
	
	他教科等との

関連

	道徳　「へその緒の話」

　　　「日付とコトバ」

	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の

評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	５
	Lesson 3

I can swim.

④
スポーツ
動作
(Hi, friends! 2)
	【コ】進んでできることを尋ねたり，自分のできることやできないことを答えたりしようとする。

【慣】自分についてできる、できないことを表したり、できるかどうかを尋ねたりする表現に慣れ親しむ。また、活字体の小文字を識別し、その読み方に慣れ親しむ。
【気】言語や人、それぞれに違いがあることを知る。
	【コ】進んでできることを尋ねたり、自分のできることやできないことを答えたりしようとしている。
【慣】自分についてできる、できないことを表したり、できるかどうかを尋ねたりしようとする。また、活字体の小文字を識別し、その読み方に慣れ親しんでいる。
【気】言語や人、それぞれに違いがあることに気付いている。
	◆「できる」「できない」や動作を表す表現を知る。

○「できること・できないことを聞こう。」
【Let's Play 1】「ポインティングゲーム」～どこにあるかわかるかな？
○「ジェスチャーゲーム」
【Let's Listen 1】「どんなことができるか、できることは○で、できないことは△で囲もう。」

○本時を振り返る。
＊単元を通してアルファベットの小文字について学習する。（ジングルも含めて）
	◆「できること」や「できないこと」を尋ねたり答えたりする表現を知る。

【Let's Play 1】「ポインティングゲーム」
【Let's Play 2】「Who am I?クイズ」を作ろう。
【Let's Chant】チャンツ

 “Can you　swim?”

【Activity 1】「友だちのできること・できないことを予想してインタビューしよう。」

○本時を振り返る。
	◆「できること」「できないこと」を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむとともに、人それぞれに違いがあることを知る。

【Let's Chant】チャンツ

“Can you swim?”

○「Who am I?クイズ」
○「○×クイズ」
【Activity 2】「サインをもらおう。」
○自分ができることをまとめ、紹介する内容を考える。
○本時を振り返る。
	◆自分ができることを考え、自己紹介の練習をする。
【Let's Chant】チャンツ

“Can you swim?”

○次の単元の発表のため自己紹介の内容の確認と練習をグループやペアで行う。
○本時を振り返る。
	
	SUNSHINE ENGLISH
 COURSE 1

◆PROGRAM 8 Origami◆
①できることを言えるようにしよう

【can　肯定文】

②できることをたずねたり答えたりできるようにしよう

【can 疑問文】

	
	
	表現
	I can/can't ～. Can you ～? Yes, I can. / No, I can't.
	

	
	
	語彙
	動作(play, swim, cook, ride)　スポーツ(basketball, soccer, baseball, badminton, table tennis, unicycle)　楽器(piano, recorder)
	

	
	
	他教科等との

関連
	体育　クロール、平泳ぎ、ソフトバレー、バスケットボール
総合　周りを見つめ自分を見つめる

	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	６
	Unit 1

This is me.①
自己紹介
(We Can! 2)
	【コ】好きなことなどを含めて自分のことを伝え合おうとする。
【慣】自己紹介に関する表現や好きなこと、できることなどを表す表現に慣れ親しむ。


	【コ】好きなことなどを含めて自分のことを伝え合おうとする。

【慣】自己紹介に関する表現や好きなこと、できることなどを表す表現に慣れ親しんでいる。
	◆自己紹介をするとともに、自分の好きなことやできることを伝えようとする。

○Small Talk

【Let’s Watch and Think】
○自分の名前を活字体の大文字で表す。

【Activity】

自己紹介しよう。
○本時を振り返る。
	
	
	
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE 1

◆PROGRAM 8

Can の用法



	
	
	表現
	I’m from (Shizuoka). I like/play (soccer). I can (play soccer well).I am good at (running). My birthday is (August 19th).My nickname is (Ken).
	

	
	
	語彙
	From, nickname, favorite
	

	
	
	他教科との

関連
	
	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	６
	Unit5
She can run fast. 
He can jump high.

②
できること
(We Can! 1)
	【コ】第三者について、できることやできないことを紹介し合おうとする。【慣】第三者について、できることやできないことを尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しむ
	【コ】第三者について、できることやできないことを紹介し合おうとしている。

【慣】第三者について、できることやできないことを尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しんでいる。
	◆できることやできないことを尋ねたり答えたりする。

○Small Talk

○先生や友だちのできること、できないことをインタビューする。
○インタビューしたことをもとにクイズを作成する。
○本時を振り返る。


	◆第三者について、できることやできないことを紹介しようとする。
○先生や友だちのことをクイズ形式で出し合う。
○本時を振り返る。
	
	
	
	◆PROGRAM 8

Can の用法



	
	
	表現
	Can you (sing well)? Yes, I can. / No, I can’t [I/You/He/She][I can / I can’t](sing well)
	

	
	
	語彙
	動作(play[soccer/badminton/table tennis/volleyball/shogi/kendama/the recorder/the piano]/,do[kendo/judo],ride a[bicycle/a unicycle], swim, skate, ski, cook, 

Run fast, jump high, sing well),can, can’t, he, she
	

	
	
	他教科との
関連
	
	

	月
	単元名
時数
	単元目標
	単元の

評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	７

	Unit3
He is famous. She is great.

②

人物紹介
(We Can! 2)


	【慣】自分や第三者ができることやできないことを表す表現に慣れ親しむ。また、例を参考に紹介する文章を書くことに慣れ親しむ。
【気】〈主語＋動詞＋目的語〉の語順に気付く。
	【慣】自分や第三者ができることやできないことを表す表現に慣れ親しんでいる。また、例を参考に紹介する文章を書くことに慣れ親しんでいる。

【気】〈主語＋動詞＋目的語〉の語順に気付いている。
	◆まとまりのある内容を聞いて分かろうとする。また、英語の語順に気付いている。

【Let’s　Watch and　Think 1】

映像資料を視聴し、誰のことかを考える。

【Let’s　Watch and　Think 2】

映像資料を視聴し、誌面の□に絵カードを置く。

○ペアで誌面の□に絵カードを置き、文を作って言い合う。

○本時を振り返る。
	◆例を参考に紹介する文章を書こうとする。

【Let’s　Watch and　Think 3】

映像資料を視聴して、分かったことを発表する。

○黒板に単語カードを並べて文を作り、語順について共通することは何かを考える。

○例を参考に紹介する文を書く。

○本時を振り返る。
	
	
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE 1

◆PROGRAM５

代名詞

	
	
	表現
	I am (ken). I [like/play] [the violin/baseball]. I [have/want] a new [recorder/a ball]. I eat (spaghetti). I study (math). I can [swim/cook/skate/ski/sing/dance].
	
	

	
	
	語彙
	famous, nut, fresh, old,身の周りの物(racket, computer, drum)
	

	
	
	他教科との
関連
	
	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の

評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	７

	Unit 9
Who is your hero? 

②
あこがれの人

(We Can! 1)

	【コ】自分があこがれたり尊敬したりする人について、自分の意見を含めて紹介し合おうとする。

【慣】第三者が得意なことを表す表現に慣れ親しむ。
	【コ】自分があこがれたり尊敬したりする人について、自分の意見を含めて紹介し合おうとしている。
【慣】第三者が得意なことを表す表現に慣れ親しんでいる。
	◆第三者が得意なことを表す表現に慣れ親しむ。

○Small Talk

（HRT,ALTのあこがれの人について話す。）

【Let’s　Watch and　Think 1】

○紹介する人を決め、紹介したいことを考える。

○本時を振り返る。
	◆自分があこがれたり尊敬したりする人について、自分の意見も含めて紹介しようとする。

【Let’s chant】

Who is your hero?

【Activity 2】

自分のヒーロー（ヒロイン）を紹介し合う。聞いている児童は、聞き取れたことをメモしたり話者のどんな点が良かったかについて記入したりする。

○本時を振り返る。
	
	
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE 1

◆PROGRAM７

Who の用法



	
	
	表現
	Who is your hero? This is my hero. [He/She] is good at (playing tennis). [He/She] is a good (tennis player). [He/She] can (cook well). 

[He/She] is [kind/cool/great/strong/gentle]/active/brave/funny]
	

	
	
	語彙
	Hero, so, because, 状態, 気持ち, (active, cool, fantastic, friendly, gentle, kind, brave, strong, tough)
	

	
	
	他教科との
関連
	
	

	９
	単元名

時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	
	Unit 5
My summer Vacation.
④
夏休みの思い出
(We Can! 2)


	【コ】進んで、夏休みの思い出について伝え合おうとする。
【慣】夏休みに行った場所や食べ物、楽しんだこと、感想などを表す表現に慣れ親しむ。また、夏休みの思い出について簡単な語句や基本的な表現を推測しながら読んだり、例を参考に書いたりすることに慣れ親しむ。

【気】英語の書き方の規則に気付く。
	【コ】進んで、夏休みの思い出について伝え合おうとしている。

【慣】夏休みに行った場所や食べ物、楽しんだこと、感想などを表す表現に慣れ親しんでいる。また、夏休みの思い出について簡単な語句や基本的な表現を推測しながら読んだり、例を参考に書いたりしようとしている。

【気】英語の書き方の規則に気付いている。
	◆過去の表現の仕方が分かり、夏休みに行った場所を伝え合うことができる。

○Small Talk

【Let’s Listen 1】

音声を聞いてイラストを線で結ぶ。

○過去の表現の仕方を知り、夏休みに行った場所について伝え合う。

○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆夏休みに楽しんだこととその感想を言ったり聞いたりしようとする。

○Small Talk

【Let's Chant】

Summer Vacation

【Let’s Watch and Think1】

映像資料を視聴し、分かったことを記入する。

【Let’s Listen 2】

音声を聞いて線で結ぶ。

○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆夏休みに楽しんだこととその感想を言ったり聞いたりしようとする。

【Let's Chant】

Summer Vacation

【Let’s Watch and Think2】

映像資料を視聴し、登場人物の夏休みについて表に記入する。

○Let’s Play

夏休みの思い出について、ペアで伝え合う練習をする。

○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆夏休みの思い出について書かれた英文を読んだり、例文を参考に書いたりし、夏休みの思い出を伝え合う。

○Small Talk

【Let's Chant】

Summer Vacation

○Let’s Read and Write

この単元で書いた文を集め、夏休みの思い出について書く。

【Activity】

夏休みの思い出について伝え合い、感想を述べ合う。

○本時を振り返る。
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE 1

◆PROGRAM１０・１１

過去形（規則動詞、不規則動詞）

◆Power up11 日記


	

	
	
	表現
	I went to (my grandparent’s house). I enjoyed (fishing). I saw (the blue sea). I ate [ice cream]. It was [fun/exciting/beautiful/delicious].
	

	
	
	語彙
	Grandparent, vacation, zoo, 動詞の過去形(went, ate, saw, enjoyed, was), 自然(beach, mountain, sea, lake, river), 動作(hiking, camping, fishing)
	

	
	
	他教科との
関連
	
	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	10
	Lesson 9

Turn right.
⑤
建物

道案内

(Hi,

Friends! 2)

	【コ】進んで、道を尋ねたり，道案内したりしようとする。

【慣】道案内や、物の位置を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。また、活字体の小文字を書くことに慣れ親しむ。
【気】英語と日本語での建物の表し方の違いに気付く。

	【コ】進んで道を尋ねたり、道案内したりしている。

【慣】道案内や、物の位置を尋ねたり答えたりしている。また、活字体の小文字を書くことに慣れ親しんでいる。

【気】英語と日本語での建物の表し方の違いに気付いている。
	◆物の位置を尋ねたり答えたりしようとする。また、活字体の小文字を読んだり書いたりしようとする。

(We Can! 1 unit 7)
【Let’s Watch and Think1】

映像資料を見て、いろいろな場所にある物を見つける。

【Let's Listen　1,2】
○Let’s Read and Write

音声を聞いて最初の小文字をワークシートに書く。

○本時を振り返る。
	◆町中にある様々な建物などの言い方に興味をもち，理解しようとする。

○「何の建物か考えよう。」
【Let's Play】「おはじきゲーム」
○「メモリーゲーム」
【Let's Listen】「どこに行くのかを書こう。」
【Let's Chant】

“Where is the station?”
○Let’s Read and Write

音声を聞いて最初の小文字をワークシートに書く。
○本時を振り返る。

	◆方向や動きを指示する表現を聞いて，理解する。

○「何の建物か考えよう。」
○「サイモンセズゲーム」
【Let's Chant】

“Where is the station?”

○「仲間探しゲーム」
○Let’s Read and Write

音声を聞いて最初の小文字をワークシートに書く。
○本時を振り返る。
	◆方向や動きを指示する英語を使って，相手に目的地を伝える。

【Let's Chant】

“Where is the station?”

○「サイモンセズゲーム」
○「地図を作ろう。」
○「ペアで道案内をしよう。」
【Activity】 「ペアで情報
を伝え合いながら，同じ町を作ろう。」
○Let’s Read and Write

音声を聞いて最初の小文字をワークシートに書く。
○本時を振り返る。
	◆相手意識をもって道を尋ねたり、道案内をしたりしようとする。

【Let's Chant】

“Where is the station?”

○「ペアで地図を作ろう。」
○「おすすめの場所を紹介し合おう。」

○本時を振り返る。
	SUNSHINE ENGLISH

COURSE 1

◆PROGRAM 5 国際フードフェスティバル◆

②どこにあるのかをたずねられるようにしよう

【Whereの疑問文】 
SUNSHINE ENGLISH 

COURSE ２

◆Speaking ４◆

道案内①

	
	
	表現
	Where is the station? Go straight. Turn right/left. Stop. Excuse me.
	
	

	
	
	語彙
	建物など(park, flower, shop, hospital, bookstore, restaurant, supermarket, fire station, police station, convenience store, department store, post office, station)
	
	

	
	
	他教科等との

関連
	社会　暮らしの中の政治
	
	

	月
	単元名

時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連
	

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	
	

	11
	Unit 4

I like my town.

②
自分たちの町・地域
(We Can! 2)
	【慣】地域にどのような施設があるのか、また、欲しいのか、さらに地域のよさを表す表現に慣れ親しむ。また、書くことに慣れ親しむ。

	【慣】地域にどのような施設があるか、また、欲しいのか、さらに地域のよさを表す表現に慣れ親しんでいる。また、書くことに慣れ親しんでいる。
	◆自分たちが住んでいる町のよさや改善点について考え、自分の住んでいる地域のよさについて話そうとする。
【Let’s　Listen 1】
「私たちの町には～がある。」という表現を知る。

○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆自分たちが住んでいる町のよさや改善点について考え、自分の住んでいる地域のよさについて話そうとする。
○Let’s taking
・自分たちの町のよいと思うところや必要な施設について話し合う。
○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	
	
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE 1

◆PROGRAM３

一般動詞

	

	
	
	表現
	We have /don’t have (a park). We can (see many flowers). We can enjoy [fishing/shopping/swimming]. I want a [library/park]. It was [fun/exciting/beautiful/delicious].
	
	

	
	
	語彙
	we, town, 施設と建物(amusement park, aquarium, swimming pool, stadium, roller coaster, Ferris wheel), but, so, nature, 動作(dancing, jogging playing, reading, 

shopping, singing, swimming, walking)
	
	

	
	
	他教科との
関連
	
	
	

	月
	単元名
時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連
	

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	
	

	
	Lesson 5
Let's go to

Italy.

④
世界の国々
世界の生活
(Hi, friends! 2)
	【コ】進んで、おすすめの国について発表したり、友達の発表を積極的に聞いたりしようとする。
【慣】行きたい国について尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しむ。また、簡単な表現を書き写すことに慣れ親しむ。
【気】世界には様々な人たちが様々な生活をしていることに気付く。
	【コ】進んで、おすすめの国について発表したり、友達の発表を積極的に聞いたりしようとしている。

【慣】行きたい国について尋ねたり言ったりしている。また、簡単な表現を書き写すことに慣れ親しんでいる。

【気】世界には様々な人たちが様々な生活をしていることに気付いている。
	◆世界では、様々な人々が様々な生活をしていることを知り、世界に興味をもつ。

【Let's Play 1】「（　　）に国名を書こう。」
【Let's Listen 1】「どの国の世界遺産か、考えよう。」
【Let's Listen 2】「「国旗クイズ」を作ろう。」
〇「先生の行きたい国はどこかな？」
〇「キーワードゲーム」

○本時を振り返る。
	◆行きたい国を尋ねたり、答えたりする表現に慣れ親しむ。

〇「ミッシングゲーム」
〇「キーワードゲーム」
〇「ステレオゲーム」
〇「ラッキーカードゲーム」
【Let's Chant】チャンツ

“Let's go to Italy.”
○本時を振り返る。
	◆行きたい国を尋ねたり、答

えたりする表現に慣れ親しむ。

【Let's Chant】チャンツ

“Let's go to Italy.”

〇「メモリーゲーム」
【Let's Play 3】「友だちに行きたい国を、インタビューしよう。」
【Let's Listen 2】「わかったことを書こう。」
【Activity】「おすすめの国を紹介しよう。」

○本時を振り返る。
	◆相手にはっきり伝わるように自分の行きたい国とその理由を伝えようとする。

【Activity】「おすすめの国を紹介しよう。」

○本時を振り返る。

	
	SUNSHINE ENGLISH 

COURSE ２

◆PROGRAM 6

  A Work Experience Program◆

①自分のしたいことが言えるようにしよう
	

	
	
	表現
	I want to go to Italy.　Where do you want to go? Let's go.
	
	

	
	
	語彙
	国名(America, Australia, Brazil, China, Egypt, France, Greece, India, Japan, Spain) 動作(eat, see)
	
	

	
	
	他教科等との

関連
	社会　日本と世界のつながり
	
	

	月
	単元名
時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連
	

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	
	

	12
	Lesson 6
What time

do you get

up?

⑤
世界の国々
世界の生活
(Hi, friends! 2)
	【コ】進んで、自分の一日を紹介したり，友達の一日を聞き取ったりしようとする。
【慣】一日の生活について尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。また、簡単な表現を書き写すことに慣れ親しむ

【気】世界には時差があることに気付き、様々な生活が営まれていることに気付く。
	【コ】進んで、自分の一日を紹介したり、友達の一日を聞き取ったりしようとしている。
【慣】一日の生活について尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しんでいる。また、簡単な表現を書き写すことに慣れ親しんでいる。

【気】世界には時差があることに気付き、様々な生活が営まれていることに気付いている。
	◆生活を表す表現や，時刻の言い方、尋ね方を知る。

【Let's play1】「ナンバーゲーム」
○「何時か当てよう。」
【Let's listen 1】「何時かな？　時計に針や数字を書こう。」
【Let's Play 2】「おはじきゲーム」
○「ジェスチャーゲーム」
【Let's Chant】

“What time do you get up?”
○本時を振り返る。
	◆動作を表す言葉や時刻を表す表現に慣れ親しむ。

【Let's play1】「ナンバーゲーム」
【Let's listen 2】「 （　）に時刻を書いて，さくらとあなたの一日を比べよう。」
【Let's Play 2】「おはじきゲーム」
【Activity1】「 先生の一日を予想して，インタビューしよう。」
【Let's Chant】

“What time do you get up?”
○本時を振り返る。
	◆一日の生活についての時刻を表す表現に慣れ親しみ、時差があることを知る。

【Let's Chant】

“What time do you get up?”

【Let's Listen 3】「世界の時刻を□に書こう。地図の都市と絵を線で結ぼう。」
○「仲間探しゲーム」

○本時を振り返る。
	◆一日の生活についての時刻を尋ねる表現に慣れ親しむ。

【Let's Chant】

“What time do you get up?”

絵カードを見ながらチャンツを言う。
○「先生の１日を聞いて，ニューヨークの時刻とつなげよう。」
○「友だちの生活の時刻を聞こう」

○本時を振り返る
	◆相手に伝わるように自分の生活を紹介しようとする。

【Let's Chant】

“What time do you get up?”

【Activity2】「あなたの１日を紹介しよう.」

○本時を振り返る。
	SUNSHINE ENGLISH 

COURSE 1

◆Speaking I
 時刻をたずねる◆

【時刻のたずね方】


	

	
	
	表現
	I get up at seven.　What time do　you get up?
	
	

	
	
	語彙
	動作(get up, go to school/bed) 
	
	

	
	
	他教科等との

関連
	家庭科　　生活時間を見直してみよう

保健　　生活のしかたと病気
	
	

	月
	単元名
時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連
	

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	
	

	1
	Lesson 8
What do　you want to be?
④
職業
将来の夢
(Hi, friends! 2)
	【コ】進んで、自分の将来の夢について交流しようとする。
【慣】どのような職業に就きたいかを尋ねたり，答えたりする表現に慣れ親しむ。
【気】世界には様々な夢をもつ同年代の子どもがいることを知り、英語と日本語での職業を表す語の成り立ちを通して、言語の面白さに気付く。
	【コ】進んで自分の将来の夢について交流している。
【慣】どのような職業に就きたいか尋ねたり答えたりしている。

【気】世界には様々な夢をもった同年代の子どもがいることを知り、英語と日本語での職業を表す語の成り立ちを通して言葉の面白さに気付く。
	◆様々な職業の言い方を知る。

〇「先生の夢は何かな？」
〇「ジェスチャークイズ」
〇「ポインティングゲーム」
〇「キーワードゲーム」
〇「ラッキーカードゲーム」

○本時を振り返る
	◆様々な職業の言い方に慣れ親しみ、職業を表す語について英語と日本語の共通点に気付く。

〇「カード取りゲーム」
〇「ビンゴゲーム」
【Let's Listen】「だれの夢か、考えよう。」
【Let's Chant】チャンツ

“What do you want to be?”

〇「ミッシング・ゲーム」

○本時を振り返る。
	◆就きたい職業について、尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。

【Let's Chant】チャンツ”
“What do you want to be?”

〇「ステレオゲーム」
〇「チェーンゲーム」
【Let's Play】「友だちに夢をインタビューしよう。」
【Activity】「あなたの夢宣言をしよう。」

○本時を振り返る。

	◆世界には様々な夢をもつ同年代の子どもがいることに気付き、相手意識をもって自分の夢を紹介しようとする。

【Let's Chant】チャンツ

“What do you want to be?”

〇「インタビューをしよう」
〇「Who am I? クイズ」
【Activity】「あなたの夢宣言をしよう。三人の｢夢宣言｣を聞いてメモをとり、参考にしよう。」

○本時を振り返る。
	
	SUNSHINE ENGLISH 

COURSE ２

◆PROGRAM 6 

A Work Experience Program◆

①自分のしたいことが言えるようにしよう

◆My Project 5 ◆

将来の夢を語ろう

	

	
	
	表現
	I want to be a teacher. What do you want to be?
	
	

	
	
	語彙
	職業(doctor, cook, farmer, florist, singer, firefighter, soccer player, bus driver, cabin attendant, vet, zookeeper, comedian, baker, dentist, artist) 
	
	

	
	
	他教科等との

関連
	総合　将来の自分
国語　プロフェッショナルたち
	
	

	月
	単元名
時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連
	

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	
	

	2               
	Unit 7
My Best Memory

④
小学校生活・思い出・行事
(We Can! 2)
	【コ】思い出の学校行事について伝え合おうとする。
【慣】学校行事について表す表現に慣れ親しむ。また、学校行事について簡単な語句や基本的な表現を推測しながら読んだり、例を参考に書くことに慣れ親しむ。

【気】英語の書き方の規則に気付く。


	【コ】思い出の学校行事について伝え合おうとしている。

【慣】学校行事について表す表現に慣れ親しんでいる。また、学校行事について簡単な語句や基本的な表現を推測しながら読んだり、例を参考に書くことに慣れ親しんでいる。

【気】英語の書き方の規則に気付いている。
	◆世界の学校生活の様子から日本との共通点や相違点に気付く。
【Let’s　Watch and　Think 1】

映像資料を視聴し分かったことを発表する。
【Let’s Listen 3】
外国の子どもの達の学校行事について分かったことを発表する。
【Let’s sing】
What’s your best memory?

○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆学校行事についての話を聞いて内容が分かるとともに、好きな行事が何かを尋ねたり、その理由とともに答えたりする。
【Let’s sing】
What’s your best memory?

○Small Talk

【Let’s Listen 1】

【Let’s Listen 2】
登場人物の話を聞いて、番号を記入する。

【Let’s Talk】
好きな行事について友達と尋ね合う。

○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆小学校6年間の学校生活で一番心に残っている思い出を理由を含めて伝えようとする。
【Let’s sing】
What’s your best memory?

○Small Talk

○Let’s Talk

小学校生活で一番思い出に残っていることについて、どんなことを伝えるか考え、ペアで伝え合う。
○Let’s Read and Write

この単元で書いた文を集め小学校の思い出につい考える。
○本時を振り返る。
	◆心に残っている行事について、その理由を伝えたり読んだりしようとする。
【Let’s sing】
What’s your best memory?

【Activity】
思い出のアルバムを見せながら、友達に伝え合う。
＊クラスで思い出のアルバムを完成させる。
○本時を振り返る。
	
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE ３
◆Special Project

思いを伝えよう


	

	
	
	表現
	What’s your best memory? My best memory is from (sports festival). We enjoyed (running). We [went to (Kyoto)/ate (Japanese food)/saw (old temple)/enjoyed (the trip)].
	
	

	
	
	語彙
	Best, memory, 行事(sport day, school trip, field trip, music festival, volunteer day, drama festival, swimming meet, entrance ceremony, graduation day)
	
	

	
	
	他教科等との関連
	
	
	

	月
	単元名
時数
	単元目標
	単元の
評価規準
	学　習　内　容
	中学校外国語科

との関連
	

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	
	

	3
	Unit 9
Junior high school life

④
中学校生活

部活動
(We Can! 2)
	【コ】  進んで、中校生活について伝え合おうとする。
【慣】中学校の部活動や学校行事などについて自分の考えを表す表現に慣れ親しむ。中学校生活に書かれている英語を推測しながら読むことに慣れ親しむ。
【気】身の回りには英語が使われている場面があることに気付く。
	【コ】進んで、中学校生活について伝え合おうとしている。

【慣】中学校の部活動や学校行事などについて自分の考えを表す表現に慣れ親しんでいる。中学校生活に書かれている英語を推測しながら読んでいる。

【気】身の回りには英語が使われている場面があることに気付いている。
	◆中学校生活の部活動についてのスピーチを聞いて内容が分かり、部活動に参加する意思を表す表現に慣れ親しむ。
○Small　Talk

【Let’s　Watch and　Think 1】
中学校生活の映像を見て、友達に質問したり答えたりする。
【Let’s　Watch and　Think 2】

分かったことを伝え合ったり小学校生活との違いについて話し合ったりする。
【Let’s Talk】
中学校でどのクラブに入りたいか伝え合う。
○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆中学校生活の学校行事についてのスピーチを聞いて内容が分かり、どんな行事が楽しみか伝え合う。また、中学校生活の部活動や学校行事について尋ねたり答えたりする。
【Let’s　Watch and　Think 3】

気付いたことや小学校生活との違いについて話し合う。
【Let’s Chant】
What’s club do you want to join?

○Activity
入部したいクラブ活動、楽しみな行事、その理由を尋ね合う。
○Let’s Read and Write

音声を聞いて繰り返し言った後、単語を選んで書き写す。
○本時を振り返る。
	◆中学校生活の部活道や学校行事について、スピーチ原稿を読んだり書いたりする。
【Let’s Chant】
What’s club do you want to join?

【Let’s Listen 4】
スピーチを聞いて分かったことを記入する。
【Activity】
中学校生活についての文を聞いて、繰り返し言う。
○Let’s Write

この単元で書いた英文を参考にスピーチ文を書く。
○本時を振り返る。

	◆中学校生活について、自分が入部したい部活動や楽しみな学校行事について読んだり、自分のスピーチを完成させたりする。
○Small　Talk
○Let’s Write

スピーチ原稿を完成させる。
○Let’s Read
スピーチの練習をする。
○本時を振り返る。
	◆中学校生活について、自分が入部したい部活動や楽しみな学校行事とその理由をスピーチしようとする。
○Small　Talk
○Activity

スピーチを発表し合い、感想を述べ合う。
○本時を振り返る。
	SUNSHINE ENGLISH

 COURSE ３
◆Power up6

学校紹介


	

	
	
	表現
	I like (basketball). I want to join the (basketball team). What club do you want to join? I want to enjoy (sports day). What event do you want to enjoy? 

I want to [study hard/read many books/make many friends].
	
	

	
	
	語彙
	Member, team, practice, meet, join, junior, high, us, event, uniform, fest
	
	

	
	
	他教科等との

関連
	
	
	


様式１





四万十市立東山小学校


四万十市立中村西中学校








小中５年間カリキュラム





外国語教育における


目指す児童・生徒像





中学校外国語科到達目標





　目指す生徒像


　　　（中学卒業時）





目指す生徒像


　　　　





○外国語学習を通じて、互いに学び合い、高め合い、積極的にコミュニケーションを図ろうとする生徒。





○コミュニケーション能力の基礎となる聞くこと、話すこと、読むこと、書くことの力を確実に身につけた生徒。








目指す児童像


　　　　





小学校外国語活動目標





○外国語が楽しい、もっと知りたいと感じる子ども。


○外国語を通して、積極的に人と関わろうとする子ども。








